
活動のきっかけ

復興てらこ屋

　伊里前地区で進められていた防潮堤・河川堤防・道路等の整備計画について、町民側の協議の受け皿が
なかったこともあり、情報提供が十分には行われていませんでした。その結果、誤った情報が噂として広
まり、それが更に地域の不安を生む悪循環になっていました。
　これらの不安を払拭し、各分野の復興事業に対して町民が正確な情報を持ち、考え、議論する場を持つ
ことが、南三陸の歴史・風土に根ざした復興を成し遂げるために必要であるとの考えから、当会が中心と
なり、県、町、すばらしい歌津をつくる協議会、伊里前まちづくり協議会、宮城大学、東北圏地域づくり
コンソーシアム等の多様な主体と連携し、以下の３点を目的にした“復興てらこ屋”を合計４回開催しま
した。

（1）国・県・町の担当者に事業計画について説明頂き、計画されている事業について参加者が正しく理解
　　する。
（2）事業計画を踏まえて、参加者自身が将来のまちのあり方を考え意見交換を行う機会をつくる。
（3）意見交換を踏まえ、今後のまちづくりの進め方を考え、行政と共有する。

③伊里前復興てらこ屋（2012年度～2013年度）

「大震災を語る～宮城大学の学生さんに
　語り継ぐ」
  2012.1.8　南方仮設住宅第１集会所

復興に向け「今気になること」
2012.1.18　平成の森　会議室

　それぞれの家庭の自慢の漬物
を持ち寄ったり、地域の学生や
外部支援者の皆さんと連携した
りしながら、自分たちの震災体
験や町の復興への想いを語り合
う会として開催しました。

　仮設住宅に入居し当面の生活が落ち着いた頃、なかなか見えてこない町の復興計画や町の将来像について、
不安の声が多く聞かれるようになりました。このような声を受けて2011年12月から、仮設住宅の集会所な
どを会場として「復興てらこ屋」を定期的に開催しました。
　当初は、町の復興計画がまだ定まっていない時期だったため、中越・神戸といった過去の被災地における
復興の経験を聞く会や、町民どうしで被災体験や避難生活について語り合う会、ボランティアの学生に体験
を伝える会といったように、多様な形態をとりながら、互いに想いを共有し、震災体験を町民主体のまちづ
くりへ繋いでゆくための学びの場として「開校」していました。
　その後、復興計画が定まり、防潮堤や河川堤防、道路といった個別の復興事業が進み始めると、町民が正確
な情報を持ち、考え、議論する場を持つことが必要となっていきました。行政（国・県・町）の担当者から直
接説明を受け、町民どうしで話し合い、意見を出していく、参加の場作りを意識しながら企画を進めました。

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017実施
年度

①過去の被災地の経験を学ぶ（2011年度～2012年度）

活動内容

「神戸の復興に学ぶ」
  2012.3.1
  南方仮設住宅第１集会所

「復興住宅・復興公営住宅を考えよう！
　～中越の事例から～」
　2012.4.19　志津川中学校仮設住宅集会所

「中越地震を乗り越えた男たちからの
　メッセージ」
  2011.12.4　平成の森会議室

②町民どうしで、復興への想いを共有する（2011年度～2013年度）

南三陸町ワークショップ
椿―花咲く町をつくろう
2012.8.4　南方仮設住宅第１集会所

復興町民会議のその後を語る会
2013.7.13　上山八幡宮社務所

復興まちづくりフォーラム　震災復興まち
づくり町民会議の提言を実現するために
2012.4.21　ホテル観洋

伊里前地区の防潮堤について考えよう
2012.12.14　歌津総合支所２階会議室

伊里前川の河川堤防について考えよう
2012.11.8　歌津総合支所２階会議室

どうする伊里前？どうなる伊里前？
模型を見ながら話し合おう
2013.6.4　歌津総合支所２階会議室

伊里前地区の県道について考えよう
2013.2.21　歌津総合支所２階会議室
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　毎回、それぞれの事業担当の職員の方（国、県、町）にお越しいただき、直接、事業計画の説明をいただ
きました。その内容を踏まえて参加者がグループに分かれて意見交換、出された意見はその場で発表すると
ともに、詳細な記録に整理し、後日、町民・行政双方に共有するプロセスを重ねました。

●ちば元気ファンド　東日本大震災市民活動支援助成金「南三陸町絆再生コミュニティ復興支援事業」（2011～ 2012年度）
●公益財団法人トヨタ財団　2012年度国内助成（冬助成）東日本大震災対応「特定課題」助成金「南三陸町町民主体の復興
に向けたまちづくり支援事業」（2012～ 2013年度）
●公立大学法人宮城大学地域連携センター地域振興事業部「コミュニティ復興支援員設置実証業務」（2011年度）、「宮城大学
災害対応支援事業」（2012～ 2013年度）

　2012年８月に開催した「南三陸町ワークショップ　椿―花咲く町をつくろう」がきっかけとなり、その
後「南三陸　椿ものがたり復興」の一連の活動が大きく展開していきました。
　伊里前地区で４回開催した復興てらこ屋は、賛成・反対様々な立場の町民が一緒に話し合う場としたこと
により、互いの考えを知り今後のまちづくりについて話し合うきっかけとなりました。一連の話し合いを経
て、伊里前地区全体の復興事業は、「伊里前まちづくり協議会」が地域を代表する組織として検討を行うこと
となりました。このように合意形成のプロセス（主体・方法）を明確にしたことも大きな成果でした。

活動の成果・発展

いただいた助成金・補助金等

ご支援いただきありがとうございました。

グループ毎の話し合い結果の発表
2013.6.4（模型を見ながら話し合おう）

意見のとりまとめ（当日）
2012.12.14（伊里前地区防潮堤）

事業担当者からの説明の様子
2012.11.8（伊里前川河川堤防）

後日、情報共有した資料　2013.6.4（模型を見ながら話し合おう）
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